
華け

開か
い

院ゐ
ん

〔
西
京
靭ゆ
き

負ゑ

町
に
あ
り
、
浄
土
宗
鎮
西
派
浄
花
院
に
属
す
〕
本
尊
阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

〔
慈じ

覚か
く

大
師
の
作
、
坐
像
一
尺
六
寸
五
歩
、
真
如

堂
本
尊
と
同
木
な
り
、
初
は
坂
本
念
仏
堂
に
あ
り
〕

当
院
古
へ
は
天
台
宗
に
し
て
、
開
基
は
亀か
め

山
院
や
ま
の
ゐ
んの

皇
子
四
品
兵
部
卿
守も
り

良よ
し

親
王
五い
つ

辻つ
じ

宮
と
号
す
。〔
当
院
の
縁
起
に
後
深
草
院
の
皇
子
と
記

す
は
謬
伝
な
ら
ん
か
〕
出
家
し
給
ひ
て
法は
ふ

達た
つ

和お
し

尚や
う

と
な
の
り
、
即
安あ

居ぐ

院ゐ

五
辻
宮
を
寺
と
な
し
給
ふ
。
其
後
弘こ
う

安あ
ん

十
年
園を
ん

城
寺
じ
や
う
じ

の
浄
華
じ
や
う
け

坊ほ
う

証
賢
廿

し
よ
う
け
ん

三
歳
の
時
、
天
台
を
出
て
浄
土
の
易
行
に
入
、
吉よ
し

水み
づ

の
流
を
礼れ
い

阿あ

上
人
に
汲
、
向か
う

阿あ

上
人
と
名
を
改
め
、
鎮ち
ん

西ぜ
い

四
代
の
法は
ふ

孫そ
ん

当
院
の

二
世
を
嗣
、
又
浄
花
じ
や
う
げ

院
を
開
闢
す
。
元げ
ん

亨か
う

の
頃
伊
勢
守
貞さ
だ

経つ
ね

が
、
弟
兵
庫
頭
貞
国

ひ
や
う
ご
の
か
み
さ
だ
く
に、

当
院
の
本
尊
の
示
現
を
蒙
り
兄
貞さ
だ

経つ
ね

が
家
督
を
相
続
し
、

当
院
の
檀
越
と
な
り
、
着
す
る
所
の
重
器
を
納
け
る
。〔
初
は
五
辻
大
宮
に
あ
り
、
今
華
開
院
町
と
い
ふ
。
其
後
京
極
今
出
川
の
北
に
う
つ

し
、
又
寛
永
年
中
此
地
に
う
つ
す
。
〇
十
夜
の
法
会
は
慈
覚
大
師
帰
朝
の
後
は
じ
め
て
行
は
れ
、
真
如
堂
当
院
二
箇
に
伝
り
、
後
世
浄
家
の

法
式
と
は
な
り
ぬ
〕

浄じ
や
う

篤と
く

院ゐ
ん

〔
下
立
売
七
本
松
の
西
、
藍あ
ゐ

屋や

の
辻
子
に
あ
り
。
浄
土
宗
浄
花
院
に
属
す
。
開
基
は
心
誉
上
人
、
天
正
年
中
の
建
立
な
り
〕
本

尊
阿
弥
陀
仏
〔
慈じ

覚か
く

の
作
、
長
一
尺
八
寸
。
伝
云
、
源
義
経
の

　
み
な
も
と
の
よ
し
つ
ね

念
持
仏
な
り
と
。
四
十
八
願
巡
の
第
三
番
な
り
〕



西さ
い

蓮れ
ん

寺じ

〔
同
街
七
本
松
の
西
に
あ
り
、
浄
土
宗
浄
華
院
に
属
す
〕
本
尊
阿
弥
陀
仏
〔
恵ゑ

心し
ん

の
作
、
開
山
は
正
誉
上
人
、
明
暦
三
年
の
建

立
な
り
〕
観
音
堂

く
わ
ん
お
ん
だ
う〔

寺
内
に
あ
り
。
本
尊
十
一
面
観
音
は
菅
神
の
御
作
、
立
像
五
尺
許
。
伝
云
、
金
売
橘き
つ

次じ

が
念
持
仏
な
り
と
ぞ
。
洛
陽
観

音
巡
の
第
廿
八
番
な
り
〕

出し
ゆ
つ

世せ

稲い
な

荷り
の

社や
し
ろ

〔
千
本
通
丁
立
売
の
南
三
町
に
あ
り
、
此
地
初
め
は
内
藤
氏
公や
く

厮や
し
きな

り
。
享
保
年
中
第
を
転
ぜ
ら
る
ゝ
時
、
地
を
神
泉

苑
町
に
買
得
し
て
社
を
再
建
す
、
出
世
の
号
古
く
伝
へ
て
由
縁
詳
な
ら
ず
。
近
世
霊
験
昌
ん
な
り
と
て
つ
ね
に
詣
人
多
し
、
此
辺
の
公や
く

厮や
し
きに

稲
荷
社
所
々
に
あ
り
、
繁
に
よ
つ
て
こ
ゝ
に
略
す
〕

梅つ

雨ゆ

井ゐ

〔
下
長
者
町
和
泉
町
の
西
北
側
人
家
田
中
氏
の
前
栽
に
あ
り
〕
仲
夏
入
梅
の
節
、
霖
雨
降
続
き
梅
雨
晴
ん
と
す
る
前
七
日
許
の

間
、
此
井
よ
り
清
泉
漲
り
出
、
井
幹
を
越
て
流
を
な
す
、
年
に
よ
り
て
旱
し
て
雨
な
き
を
俗
に
空
梅
雨
と
い
ふ
、
其
歳
に
は
水
洋
溢
せ
ず
常

の
如
し
。〔
摂せ
つ

州し
つ

丹に

生ふ

山や
ま

田だ

郷が
う

原は
ら

野の

村む
ら

里り
ち

長や
う

栗つ

花
落ゆ

氏う
ぢ

の
後
園
に
も
あ
り
、
須
磨
明
石
名
所
図
会
に
見
へ
た
り
。
此
た
ぐ
ひ
な
ら
ん
か
〕

松し
よ
う

林り
ん

寺じ

〔
智
恵
光
院
通
出
水
の
南
に
あ
り
、
浄
土
宗
黒
谷
に
属
す
。
本
尊
阿
弥
陀
仏
は
聖
徳
太

し
や
う
と
く

子
の
作
、
立
像
三
尺
許
。
開
基
は
清
印

上
人
、
天
正
年
中
の
草
創
な
り
。
当
寺
む
か
し
よ
り
蘇そ

命め
い

散さ
ん

を
出
す
、
此
薬
方
を
日
野
家
よ
り
寄
附
あ
り
し
と
ぞ
。
一
説
に
は
清
印
上
人
の



慈
母
重
病
の
時
祈
誓
あ
り
し
に
、
本
尊
夢
の
中
に
此
薬
方
を
授
給
ふ
と
も
い
ふ
、
婦
人
の
病
疾
産
前
産
後
に
効
験
あ
り
、
世
の
人
や
す
て
ら

と
い
ふ
、
寺
の
名
か
薬
の
名
か
し
ら
ず
〕

稲い
な

荷り

荒く
わ
う

神じ
ん

社や
し
ろ

〔
猪ゐ
の

熊く
ま

通
出
水
の
南
に
あ
り
。
三
宝
荒
神
の
像
は
伝で
ん

教け
う

大
師
の
作
、
稲
荷
の
神
像
は
弘
法
大
師
の
作
、
平
安
城
開
闢
よ

り
こ
ゝ
に
鎮
坐
あ
れ
ば
居ゐ

成な
り

荒
神
と
呼
び
、
又
稲
荷
明
神
同
社
あ
れ
ば
稲い
な

荷り
く

荒わ
う

神じ
ん

と
も
称
す
、
何
れ
か
是
非
を
し
ら
ず
。
今
天
台
宗
の
僧
住

し
て
三
宝
寺
と
号
し
、
山
科
毘び

沙し
や

門も
ん

堂
に
属
す
〕

順じ
ゆ
ん

興こ
う

寺じ

〔
丸
太
町
通
堀
川
の
西
に
あ
り
、
西
本
願
寺
の
院
家
な
り
。
初
は
河
州
証
提
村

し
よ
う
た
い

に
あ
り
、
寛
永
年
中
京
都
に
遷
す
。
開
基
は
法

印
大
僧
都
実じ
つ

従じ
う

上
人
、
是
は
本
願
寺
第
八
代
蓮
如
上
人
の
息
廿
七
男
な
り
、
幼
名
を
九く

九く

丸
と
号
す
、
父
蓮
如
上
人
八
十
一
歳
の
時
出
誕
あ

る
の
謂
な
り
〕

本ほ
ん

尊ぞ
ん

阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

〔
春
日
の
作
、
立
像
三
尺
五
寸
許
、
串
後
光
な
り
〕

片
破
名
号

か
た
わ
れ
の
み
や
う
が
う〔

天
正
年
中
織お

田だ

信の
ぶ

長な
が

と
本
願
寺
顕け
ん

如に
よ

上
人
と
大
坂
石
山
合
戦
の
時
、
当
時
二
代
顕け
ん

従じ
う

上
人
摂せ
つ

州し
う

楼
岸
ろ
う
の
き
しの

大
将
を
蒙
る
。
既
に

軍
乱
れ
て
危
急
な
り
し
時
、
一
士
味
方
の
中
よ
り
現
れ
出
顕け
ん

従じ
う

上
人
を
助
け
、
身
代
と
成
て
討
死
す
。
不
思
議
に
思
ひ
鎧
の
袖
に
入
れ
し
蓮

如
上
人
の
書
給
ふ
六
字
の
名
号
を
見
る
に
二
つ
に
切
た
り
、
片
破
は
敵
の
手
に
残
り
、
片
破
は
味
方
に
と
ゞ
ま
り
て
当
寺
の
什
宝
と
す
〕


